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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基体の表面に形成された酸化タングステン微粒子および酸化タングステン複合材微粒子
から選ばれる少なくとも１種の微粒子を含む光触媒体であって、
　前記光触媒体は、以下の（１）ないし（３）のうちの少なくとも１つの条件を満たすこ
とを特徴とする光触媒体。
　（１）前記光触媒体の表面を赤外分光法により分析した場合に、波数が３４５０ｃｍ－

１における吸収強度の、波数が１０３７ｃｍ－１近傍における吸収のピーク強度に対する
比が２．５以下となる。
　（２）前記光触媒体の表面を赤外分光法により分析した場合に、波数が１５００ｃｍ－

１以上１７００ｃｍ－１以下の範囲における吸収の最大ピーク強度の、波数が１０３７ｃ
ｍ－１近傍における吸収のピーク強度に対する比が０．７以下となる。
　（３）前記光触媒体の表面を近赤外分光法により分析した場合に、波数が５０００ｃｍ
－１以上５４００ｃｍ－１以下の範囲における吸収ピークを有していない、または、吸収
の最大ピーク強度の、波数が５２５０ｃｍ－１における吸収強度に対する比が１．７以下
となる。
【請求項２】
　基体の表面に形成された酸化タングステン微粒子および酸化タングステン複合材微粒子
から選ばれる少なくとも１種の微粒子を含む光触媒体であって、
　前記光触媒体の表面を赤外分光法により分析した場合に、波数が３６９０ｃｍ－１近傍
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における吸収のピーク強度の、波数が１０３７ｃｍ－１近傍における吸収のピーク強度に
対する比が０．０１以上であることを特徴とする光触媒体。
【請求項３】
　請求項１および請求項２を満たすことを特徴とする光触媒体。
【請求項４】
　前記少なくとも１種の微粒子は平均一次粒子径（Ｄ５０）が１ｎｍ以上４００ｎｍ以下
であることを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の光触媒体。
【請求項５】
　酸化タングステン微粒子および酸化タングステン複合材微粒子から選ばれる少なくとも
１種の微粒子と、溶媒と、を含む光触媒分散体であって、
　基体表面に付着させることで請求項１～４のいずれか１つに記載の光触媒体を形成でき
ることを特徴とする光触媒分散体。
【請求項６】
　前記少なくとも１種の微粒子は平均一次粒子径（Ｄ５０）が１ｎｍ以上４００ｎｍ以下
であることを特徴とする請求項５記載の光触媒分散体。
【請求項７】
　前記微粒子の濃度が０．１質量％以上２０質量％以下であることを特徴とする請求項５
または６に記載の光触媒分散体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、光触媒体、および光触媒分散体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光触媒材料としては、二酸化チタン、酸化タングステンなどが知られている。
【０００３】
　ここで、「光触媒材料」とは、半導体的な物性を有し、その伝導電子帯と荷電子帯との
バンドギャップエネルギーより大きなエネルギーを有する光が照射されると励起状態とな
り、電子・正孔対を生成する物質のことである。
【０００４】
　紫外光応答型二酸化チタンの場合、３８７ｎｍ以下の波長の光が照射されると光励起さ
れ、その内部に電子・正孔対が生成される。すると、その電子・正孔対により光触媒材料
の表面及びその近傍に、水酸基ラジカルや、スーパーオキサイドイオンなどの活性酸素種
が発生し、これらの活性酸素種の持つ酸化力が分解活性や親水化を引き起こす。そして、
これらの作用を利用して自己洗浄作用や、脱臭作用、抗菌作用などを得ることができる。
【０００５】
　ここで、紫外光応答型二酸化チタンの場合には主な励起光が紫外光であるため、紫外光
の少ない室内では充分な性能が得られないという問題がある。そのため、いわゆる可視光
応答型二酸化チタンや、酸化タングステンなどの光触媒材料が提案されている。
【０００６】
　一般に、酸化タングステンと呼ばれているものは三酸化タングステン（ＷＯ３）であり
、空気中では極めて安定した金属酸化物である。また、酸化タングステンはバンドギャッ
プが２．５ｅＶであり４８０ｎｍまでの可視光を利用することができるので、室内用途に
使用する光触媒材料として有用である。また、酸化タングステンは工業材料として比較的
入手しやすく、有害性の少ない比較的安価な材料でもある。
【０００７】
　光触媒を一般的な屋内環境で使用するためには、基体の表面に光触媒を備えた層状や膜
状の光触媒体を形成する必要がある。この様な光触媒体を形成する際には、光触媒材料と
水を含む溶媒とを有する光触媒分散体を基体の表面に付着させ、これを乾燥させることで
基体の表面に光触媒を設けるようにしている。
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【０００８】
　ここで、光触媒分散体製造時の装置に関する制約や光触媒体を形成させる基材の制約等
により、光触媒分散体を中性付近に制御する必要があり、アルカリイオン等を添加するこ
とがある。このとき、光触媒表面状態の変化が引き起こされ、光触媒性能を低下させる可
能性がある。しかし、これまではこのような光触媒表面状態の変化に対する制御技術がな
く、実環境で使用する上で充分な性能を有した光触媒分散体や光触媒体が得られていない
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平１１－１６２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の実施形態は、光触媒の触媒活性度の低下を抑制することができる光触媒体、お
よび光触媒分散体を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　実施形態によれば、基体の表面に形成された酸化タングステン微粒子および酸化タング
ステン複合材微粒子から選ばれる少なくとも１種の微粒子を含む光触媒体であって、　
　前記光触媒体は、以下の（１）ないし（３）のうちの少なくとも１つの条件を満たすこ
とを特徴とする光触媒体が提供される。　
　（１）前記光触媒体の表面を赤外分光法により分析した場合に、波数が３４５０ｃｍ－

１における吸収強度の、波数が１０３７ｃｍ－１近傍における吸収のピーク強度に対する
比が２．５以下となる。
【００１２】
　（２）前記光触媒体の表面を赤外分光法により分析した場合に、波数が１５００ｃｍ－

１以上１７００ｃｍ－１以下の範囲における吸収の最大ピーク強度の、波数が１０３７ｃ
ｍ－１近傍における吸収のピーク強度に対する比が０．７以下となる。
【００１３】
　（３）前記光触媒体の表面を近赤外分光法により分析した場合に、波数が５０００ｃｍ
－１以上５４００ｃｍ－１以下の範囲における吸収ピークを有していない、または、吸収
の最大ピーク強度の、波数が５２５０ｃｍ－１における吸収強度に対する比が１．７以下
となる。
【００１４】
　他の実施形態によれば、基体の表面に形成された酸化タングステン微粒子および酸化タ
ングステン複合材微粒子から選ばれる少なくとも１種の微粒子を含む光触媒体であって、
　前記光触媒体の表面を赤外分光法により分析した場合に、波数が３６９０ｃｍ－１近傍
における吸収のピーク強度の、波数が１０３７ｃｍ－１近傍における吸収のピーク強度に
対する比が０．０１以上であることを特徴とする光触媒体が提供される。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の実施形態によれば、光触媒表面に吸着した水や水酸基が適切に制御されている
ため、実環境で使用する上で充分な光触媒性能を有した光触媒分散体や光触媒体を提供す
ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】光触媒表面の水の吸収強度比（i）と光触媒のアセトアルデヒドガスの分解性能
の関係を示す。
【図２】光触媒表面の水の吸収強度比（ii)と光触媒のアセトアルデヒドガスの分解性能
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の関係を示す。
【図３】近赤外分光法による光触媒体表面の水の吸収強度を示す。
【図４】光触媒表面の水酸基の吸収強度と光触媒のアセトアルデヒドガスの分解性能の関
係を示す。
【図５】イオン添加剤としてＮＨ３を使用した場合の光触媒表面の水の吸収強度比（i）
と光触媒のアセトアルデヒドガスの分解性能の関係を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明を実施するための形態について説明する。　
　本発明の実施形態に係る光触媒体は、基体の表面に形成された酸化タングステン微粒子
および酸化タングステン複合材微粒子から選ばれる少なくとも１種の微粒子を含む光触媒
体であって、　
　前記光触媒体は、以下の（１）ないし（３）のうちの少なくとも１つの条件を満たすこ
とを特徴とするものである。　
　（１）前記光触媒体の表面を赤外分光法により分析した場合に、波数が３４５０ｃｍ－

１における吸収強度の、波数が１０３７ｃｍ－１近傍における吸収のピーク強度に対する
比が２．５以下となる。　
　これを、「水の吸収強度比（i）」という。　
　（２）前記光触媒体の表面を赤外分光法により分析した場合に、波数が１５００ｃｍ－

１以上１７００ｃｍ－１以下の範囲における吸収の最大ピーク強度の、波数が１０３７ｃ
ｍ－１近傍における吸収のピーク強度に対する比が０．７以下となる。　
　これを、「水の吸収強度比（ii)」という。　
　（３）前記光触媒体の表面を近赤外分光法により分析した場合に、波数が５０００ｃｍ
－１以上５４００ｃｍ－１以下の範囲における吸収ピークを有していない、または、吸収
の最大ピーク強度の、波数が５２５０ｃｍ－１における吸収強度に対する比が１．７以下
となる。
　これを、「水の吸収強度比（iii）」という。　
　酸化タングステン系微粒子からなる光触媒の表面に水が吸着していると光触媒性能が低
下する。本実施形態によれば、水の吸着を示す吸収強度と酸化タングステンの吸収強度と
の比を小さく制御することにより、高い光触媒性能を発揮することが出来る。具体的には
、水の吸収強度比（i）が２．５以下、あるいは、水の吸収強度比（ii）が０．７以下、
あるいは、水の吸収強度比（iii）が１．７以下である。
【００２０】
　「水の吸収強度」は、水のＯＨ伸縮やＯＨ変角による吸収強度、あるいは、水の結合音
吸収による吸収強度であり、波数が３４５０ｃｍ－１近傍、１５００ｃｍ－１以上１７０
０ｃｍ－１以下の範囲、あるいは、５０００ｃｍ－１以上５４００ｃｍ－１以下の範囲に
表れる。したがって、これらの範囲における吸収強度が大きくなるほど光触媒の表面に吸
着した水が多いことになる。
【００２１】
　ここで、光触媒分散体の水素イオン濃度指数は光触媒の表面に吸着する水の量に影響を
与える。光触媒分散体を作製する際には、分散性の向上や装置や基材の保護などの目的の
ために水素イオン濃度を調整する場合があり、このときの水素イオン濃度指数により光触
媒性能が左右されることとなる。光触媒分散体の水素イオン濃度指数が大きくなる（中性
付近に近づく）と光触媒の表面に吸着した水の量が多くなり、光触媒の触媒活性度が低下
する。
【００２２】
　「水の吸収強度比（i）」は、０．９以下、さらには０．７以下の特性を有することが
好ましい。また、「水の吸収強度比（ii)」が０．５以下、さらには０．４以下の特性を
有することが好ましい。
【００２３】
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　次に光触媒材料である酸化タングステン微粒子および酸化タングステン複合材微粒子に
ついて説明する。ここで微粒子とは、平均一次粒子径（Ｄ５０）が１ｎｍ以上４００ｎｍ
以下であるものをいう。平均一次粒子径（Ｄ５０）は、光触媒体の粒子、あるいは、分散
体を乾燥させた粒子をＳＥＭやＴＥＭ等で評価し、写真の画像解析からｎが５０個以上の
粒子の体積基準の積算径における平均粒子径に基づいて求める。光触媒の粒径が小さい、
すなわち比表面積が大きい方が光触媒性能が高い。平均一次粒子径（Ｄ５０）は、２．７
ｎｍ以上７５ｎｍ以下の範囲であることが好ましい。　
　また、酸化タングステン複合材は、Ｔｉ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｇ、Ａｌ
、Ｃｅから選ばれる少なくとも１種の金属元素を０．０１～２質量%以下の範囲で含んだ
ものをいう。これらの存在形態は、金属元素の単体、金属元素を含む化合物、酸化タング
ステンとの複合化合物の形態としても存在しても良い。複合方法は、混合法、含浸法、担
持法などを適用することが可能であり、限定されるものではない。
【００２４】
　次に他の実施形態に係る光触媒は、基体の表面に形成された酸化タングステン微粒子お
よび酸化タングステン複合材微粒子から選ばれる少なくとも１種の微粒子を含む光触媒体
であって、
　前記光触媒体の表面を赤外分光法により分析した場合に、波数が３６９０ｃｍ－１近傍
における吸収のピーク強度の、波数が１０３７ｃｍ－１近傍における吸収のピーク強度に
対する比が０．０１以上であることを特徴とするものである。このときの強度比を、「水
酸基の吸収強度比」とする。
【００２５】
　酸化タングステン系微粒子からなる光触媒の表面水酸基（－ＯＨ）が少ないと光触媒性
能が低下する。本実施形態によれば、水酸基（－ＯＨ）を多く存在させる、すなわち、水
酸基（－ＯＨ）の存在を示す吸収強度と酸化タングステンの吸収強度との比を大きく制御
することにより、高い光触媒性能を発揮することが出来る。また、光触媒表面に水酸基が
多く存在すると乾燥時に酸素基（－Ｏ－）を介して酸化タングステン粒子同士を強固に結
合させることができ、硬度が高い光触媒体を形成することが出来るという利点もある。
【００２６】
　具体的には、「水酸基の吸収強度比」が０．０１以上であり、０．０２以上、さらに０
．０２５以上であることが好ましい。
【００２７】
　光触媒体の表面に吸着する水の量や水酸基の量を同時に制御し、前記吸収強度比の特性
を満たす場合、高い光触媒性能を発揮させることができる。
【００２８】
　また、光触媒分散体を基板表面に付着させ光触媒体を形成し、得られた光触媒体の評価
を行ったとき、前記の吸収強度比の特性を示した場合、その光触媒分散体は、本発明の光
触媒体を形成することが可能な特性を有しているといえる。
【００２９】
　ここで、光触媒体の評価方法について、説明する。
【００３０】
　光触媒体の表面吸着水の結合状態については、フーリエ変換型赤外分光（ＦＴ－ＩＲ）
および近赤外分光（ＮＩＲ）によって分析を行う。このとき大気中の水分が試料に付着し
ないように１０２Ｐａ以下の減圧環境下で行う。
【００３１】
　「水の吸収強度」の内、水のＯＨ伸縮における吸収強度は、波数が３４５０ｃｍ－１近
傍において赤外分光法により得られた吸収スペクトルのピーク値に基づいた値としている
。水のＯＨ変角における吸収強度は、波数が１５００ｃｍ－１以上１７００ｃｍ－１以下
の範囲における吸収の最大ピーク値に基づいた値としている。また、水の結合音吸収にお
ける吸収強度は、波数が５０００ｃｍ－１以上５４００ｃｍ－１以下の範囲における近赤
外分光法により得られた吸収スペクトルのピーク値に基づいた値としている。
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【００３２】
　一方、「酸化タングステン（ＷＯ３）の吸収強度」は、酸化タングステン（ＷＯ３）の
ＷＯ伸縮における吸収強度であり、波数が１０３７ｃｍ－１において赤外分光法により得
られた赤外吸収スペクトルのピーク値に基づいた値としている。
【００３３】
　また、「水酸基の吸収強度」については、波数が３６９０ｃｍ－１近傍において赤外分
光法により得られた吸収スペクトルのピーク値に基づいた値としている。ただし、このピ
ークは、３４５０ｃｍ－１近傍の水の吸収ピーク（主ピーク）の肩のピークになっている
場合もある。肩ピークになっている場合、ピーク強度は、主ピークの傾斜部分でベースラ
インを取り、対象の波数におけるこのベースラインの強度を差し引いた値を用いるものと
する。
【００３４】
　次に、本実施の形態に係る光触媒体の製造方法について例示をする。　
　本実施の形態に係る光触媒体の製造方法は、酸化タングステン微粒子および酸化タング
ステン複合材微粒子を含む光触媒材料と、溶媒と、を含む光触媒分散体を生成する工程と
、
　前記光触媒分散体を基体の表面に付着させる工程と、
　前記付着させた前記光触媒分散体を乾燥させることで前記基体の表面に光触媒を形成す
る工程と、を有している。
【００３５】
　まず、酸化タングステン微粒子および酸化タングステン複合材微粒子を含む光触媒材料
と、溶媒と、を含む光触媒分散体を生成する工程について例示をする。　
　溶媒としては、水、アルコールなどの有機溶剤、水と有機溶剤との混合液などを例示す
ることができる。
【００３６】
　また、イオン添加剤などを添加しても良く、この場合は、無機アルカリ、有機アルカリ
とすることができる。この場合、前述したように、光触媒分散体が塗布される基体の材質
などにより水素イオン濃度指数の範囲が規定されるような場合には、それに応じてイオン
添加剤を使い分けるようにすることができる。
【００３７】
　前述したように、赤外分光法により分析した場合に「水の吸収強度比（i）」が２．５
以下となるようにすることが好ましい。あるいは、「水の吸収強度比（ii）」が０．７以
下となるようにすることが好ましい。あるいは、近赤外分光法により分析した場合に「水
の吸収強度比（iii）」が１．７以下となるようにすることが好ましい。
【００３８】
　また、赤外分光法により分析した場合に「水酸基の吸収強度比」が０．０１以上となる
ようにすることが好ましい。
【００３９】
　この場合、イオン添加剤等により光触媒分散体の水素イオン濃度指数を調整することで
、これらの条件のうちの少なくとも１つを満たすような光触媒を基体の表面に形成するこ
とができる。
【００４０】
　また、水素イオン指数の調整に用いるイオン添加剤の種類により光触媒の表面に吸着す
る水の量が変わることが判明した。
【００４１】
　水素イオン指数の調整に用いるイオン添加剤の種類により光触媒の表面に吸着する水の
量の変化の態様が異なるものとなる。例えば、中性付近の領域においては、イオン添加剤
としてアンモニア（ＮＨ３）を用いる場合の方が光触媒の表面に吸着した水を少なくする
ことができる。
【００４２】
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　イオン添加剤としてアンモニア（ＮＨ３）を用いる場合は、光触媒の表面に吸着した水
がアンモニア水となるので、試料を作成する際の加熱により光触媒の表面に吸着した水を
蒸散させやすくなると考えられる。そのため、イオン添加剤の添加量が多い中性付近の領
域においては、水酸化ナトリウム（ＮａＯＨ）を用いる場合よりも光触媒の表面に吸着し
た水を少なくすることができたものと考えられる。
【００４３】
　ここで、イオン添加剤の種類は例示をしたものに限定されるわけではなく適宜変更する
ことができる。
【００４４】
　例えば、水酸化ナトリウム（ＮａＯＨ）、アンモニア（ＮＨ３）の他にも、水酸化アン
モニウム（ＮＨ４ＯＨ）、水酸化カリウム（ＫＯＨ）、炭酸ナトリウム（Ｎａ２ＣＯ３）
などの無機アルカリや、水酸化テトラメチルアンモニウム（ＴＭＡＨ）などの有機アルカ
リを用いることができる。
【００４５】
　この場合、光触媒分散体の水素イオン濃度指数が小さい場合（酸性側の場合）において
は、イオン半径の小さなイオンが生成される無機アルカリの方が塩析力が大きくなるので
、光触媒の表面に吸着する水を少なくすることができると考えられる。
【００４６】
　光触媒分散体の水素イオン濃度指数が中性に近い場合においては、イオン半径の大きな
イオンが生成される有機アルカリの方が水を引き付けにくくなるので、光触媒の表面に吸
着する水を少なくすることができると考えられる。
【００４７】
　そのため、光触媒分散体が塗布される基体の材質などにより水素イオン濃度指数の範囲
が規定されるような場合には、それに応じてイオン添加剤を使い分けるようにすることも
できる。
【００４８】
　同様に、水素イオン指数の調整に用いるイオン添加剤の種類により光触媒の表面の水酸
基の量も変わる。水酸化テトラメチルアンモニウム（ＴＭＡＨ）を用いるよりアンモニア
（ＮＨ３）を用いる方が、光触媒表面の水酸基が多い。
【００４９】
　光触媒表面の吸着した水および水酸基の量を同時に制御することにより、光触媒性能の
低下を抑制し、高い性能を発揮させることが出来る。
【００５０】
　さらに、酸化タングステンの粒子も一般の金属酸化物粒子同様、水素イオン指数の増加
に伴い、ゼータ電位の絶対値が大きくなり、分散体の分散性が向上する。分散体の分散性
が向上すると光触媒体を形成する際に凝集などが起こりにくく均一になるため、高い光触
媒性能が発揮することが出来る。これらを総合して、イオン添加剤の選定や水素イオン濃
度の調整を行う必要がある。　
　例えば、光触媒材料が酸化タングステン（ＷＯ３）の場合には、光触媒分散体の水素イ
オン濃度指数をｐＨ７．１以下とすれば良い。光触媒分散体の水素イオン濃度指数をｐＨ
５．５以下とすることがより好ましい。
【００５１】
　本実施の形態に係る光触媒体によれば、光触媒の表面に吸着している水を少なくする、
あるいは水酸基を減少させないようにすることができるので、光触媒の触媒活性度の低下
を抑制することができる。
【００５２】
　次に、光触媒分散体を基体の表面に付着させる工程について例示をする。
【００５３】
　基体の材料としては、特に限定されることがなく、例えば、ガラスやセラミックスなど
の無機材料、ステンレスなどの金属材料、あるいは高分子材料などの有機材料など、各種
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の材料を用いることができる。また、その形状やサイズも適宜決定することができる。な
お、基体として高分子材料などの有機材料を用いる場合には、光触媒の作用により基体が
分解、劣化するおそれがある。そのため、有機材料からなる基体を用いる場合には、光触
媒と基体との間に中間層を設けるようにすることが好ましい。中間層としては、例えば、
シリコーン樹脂層、アクリル変性シリコーン樹脂層、有機－無機複合傾斜層などを例示す
ることができる。
【００５４】
　付着方法は特に限定されるわけではなく、例えば、ディップコート法、スピンコート法
、スプレーコート法、バーコート法、ナイフコート法、ロールコート法、ブレードコート
法、ダイコート法、グラビアコート法などを例示することができる。　
　また、光触媒分散体の粘度を適宜変更することで付着作業の作業性を向上させることが
できる。例えば、風などの外乱の影響を受けやすい場所や垂直な面などに対しては粘度の
高い光触媒分散体とすることが好ましい。そのようにすれば、液だれなどを抑制すること
ができるので作業性を向上させることができる。一方、粘度の低い光触媒分散体を用いる
ものとすれば、光触媒の厚みの均一性を向上させることができる。
【００５５】
　光触媒分散体の粘度は、コロイダルシリカやコロイダルアルミナなどの結合剤を添加す
ることで調整することができる。なお、結合剤を添加する場合には、添加後の光触媒分散
体の水素イオン指数が前述した範囲にあるようにする。
【００５６】
　次に、付着させた光触媒分散体を乾燥させることで基体の表面に光触媒を形成する工程
について例示をする。
【００５７】
　付着させた光触媒分散体の乾燥方法に関しては特に限定されるわけではなく、例えば、
自然乾燥（室温乾燥）、加熱による乾燥、減圧雰囲気における乾燥などとすることができ
る。
【００５８】
　ただし、光触媒の表面に吸着した水を少なくするという観点からは、加熱による乾燥と
することが好ましい。例えば、基体の表面に付着させた光触媒分散体を１１０℃以上５０
０℃以下に加熱することで乾燥させるようにすることができる。
【００５９】
　また、大気圧より減圧された雰囲気中において、基体の表面に付着させた光触媒分散体
を乾燥させるようにすることもできる。基体の材質などによっては、基体の表面に付着さ
せた光触媒分散体を高温で乾燥させることができない場合がある。この様な場合には、大
気圧より減圧された雰囲気中において、基体の表面に付着させた光触媒分散体を乾燥させ
るようにすることができる。　
　さらに、高温かつ大気圧より減圧された雰囲気中において、基体の表面に付着させた光
触媒分散体を乾燥させるようにすることもできる。　
　すなわち、１１０℃以上５００℃以下に加熱すること、または大気圧よりも減圧された
雰囲気におくことのうちの少なくともいずれかにより、付着させた光触媒分散体を乾燥さ
せるようにすることができる。加熱温度が高すぎると光触媒粒子が粒成長して光触媒活性
が低下する場合もある。４００℃以下が好ましく、また、加熱時間と併せて制御すること
が可能である。
【００６０】
　乾燥条件の兼ね合いによっては、光触媒表面の吸着水の減少とともに、水酸基の減少も
引き起こす。この場合、水酸基の減少を伴っても前記吸収ピーク強度比の特性のいずれか
を満たすことにより光触媒性能の低下は抑制される。
【００６１】
　次に、光触媒分散体の濃度について説明する。光触媒微粒子の濃度は、高すぎると分散
性が低下したり、粘度が高くなり光触媒体の形成がしにくくなるため、０．１質量％以上
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２０質量％以下が良い。
【００６２】
　製造された光触媒体の用途に関しては特に限定されるわけではなく、各種の部材、製品
などに広く適用させることができる。
【００６３】
　例えば、室内外の建材などの表面に光触媒を形成させたものを例示することができる。
室内外の建材などの表面に光触媒を形成させることができれば、太陽光や室内光を利用す
ることで、大気中の有害物質や臭気物質を分解除去したり、防汚、抗菌・抗ウイルス、防
黴などの優れた機能を発揮させることができる。
【００６４】
　この場合、光触媒材料として酸化タングステン（ＷＯ３）を用いるため、紫外光の少な
い室内などにおいても、光触媒の作用を発揮させることができる。そのため、室内などで
あってもアセトアルデヒドやホルムアルデヒドなどの有害物質を室内光を利用して分解除
去することができるので、シックハウス症候群への対応としても有益である。
【００６５】
　光触媒体の適用例としては、例えば、壁紙、カーテン、カーペット、インテリア用品、
天井材、床材、窓ガラス、鏡、タイル、衛生用品、家具、照明器具、空調機器や脱臭器の
フィルター部品、家電製品、文房具、ペット関連用品、包装材料、情報記録媒体などへの
適用を例示することができる。
【００６６】
　また、建築物の外面を構成する部材に適用させることもできる。例えば、建築物の壁面
を構成する建材（例えば、石膏ボード、セメント硬化板、コンクリート板、木質繊維板な
ど）にも適用させることができる。
【００６７】
　また、自動車、電車、航空機、船舶などの輸送機器の内外壁面や内外装品、食品などの
包装容器などにも適用させることができる。
【００６８】
　適用する基材としては、ガラス、セラミックス、プラスチック、アクリル等の樹脂、紙
、繊維、金属、木材などが挙げられる。
【００６９】
　本実施の形態に係る光触媒体の製造方法によれば、光触媒の表面に吸着している水を少
なくする、あるいは、水酸基を多く維持することができるので、光触媒の触媒活性度の低
下を抑制することができる。
【００７０】
　以下に、本発明のいくつかの実施形態を例示するが、これらの実施形態は、例として提
示したものであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態
は、その他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で
、種々の省略、置き換え、変更などを行うことができる。これら実施形態やその変形例は
、発明の範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明及びそれと等
価とみなされるものの範囲に含まれる。また、前述した実施形態も含めて、各実施形態は
、相互に組み合わせて実施することができる。
【実施例】
【００７１】
　はじめに、光触媒体の光触媒性能の評価について説明する。光触媒性能はアセトアルデ
ヒドガスの分解率を測定することにより評価する。具体的には、ＪＩＳ－Ｒ－１７０１－
１（２００４）の窒素酸化物の除去性能（分解能力）評価と同様の流通式の装置を用いて
、以下に示す条件でガス分解率を測定する。
【００７２】
　アセトアルデヒドの初期濃度は１０ｐｐｍ、ガス流量は１４０ｍＬ／ｍｉｎ、試料は５
×１０ｃｍの大きさに調整する。また、光触媒分散体からの評価を行う場合には、通常、
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乾燥時の試料量を０．２ｇとするが、今回は光触媒性能の向上した場合の差を明確にする
ため試料量０．０３ｇとした。５×１０ｃｍのガラス板に塗布して１５０℃に加熱して乾
燥させ、光触媒体を形成する。通常、前処理はブラックライトで１２時間照射するが、今
回は光触媒体を形成してすぐに測定しており、汚れ等の付着の影響がほとんどないため、
前処理は省略する。光触媒体を入手して評価する場合などには、前処理を行う。光源に白
色蛍光灯（東芝ライテック社製ＦＬ２０ＳＳ・Ｗ／１８）を使用し、紫外線カットフィル
タ（日東樹脂工業社製クラレックスＮ－１６９）を用い、３８０ｎｍ未満の波長をカット
する。照度は６０００ｌｘに調整する。初めに光を照射せずに、ガス吸着がなくなり安定
するまで待つ。安定した後に光照射を開始する。このような条件下で光を照射し、１５分
後のガス濃度を測定してガス分解率を求める。ただし、１５分経過後もガス濃度が安定し
ない場合には、ガス濃度の最小値と１５分経過時のガス濃度の平均を求め測定する。
【００７３】
　光照射前のガス濃度をＡ、光照射から１５分以上経過し、かつ安定したときのガス濃度
をＢとし、これらガス濃度Ａとガス濃度Ｂから［式：（Ａ－Ｂ）／Ａ×１００］に基づい
て算出した値をガス分解率（％）とする。ガス分析装置としてはＩＮＯＶＡ社製マルチガ
スモニタ１４１２を使用する。
（実施例１）
　平均一次粒子径（Ｄ５０）が２５～３５ｎｍの酸化タングステン微粒子を水に分散させ
た種々の分散体を用い、水素イオン濃度指数を調整し、ガラス基板の表面に付着させ、こ
れを１５０℃に加熱することで基体表面に光触媒体を形成し、試料を作製した。イオン添
加剤として水酸化ナトリウム（ＮａＯＨ）を用いた。
【００７４】
　得られた光触媒体について、水素イオン濃度指数の測定、赤外分光法による水の吸収強
度比（i）、水の吸収強度比（ii）の評価、およびアセトアルデヒドガス分解率の評価を
行った。結果を表１に示す。水の吸収強度比（i）とアセトアルデヒドガス分解率の関係
を図１に、水の吸収強度比（ii）とアセトアルデヒドガス分解率の関係を図２に示す。
【００７５】
　また、得られた光触媒体について、近赤外分光法による水の吸収強度比（iii）の評価
を行った。結果を表２に、吸収強度データのプロファイルの一例を図３示す。
【００７６】
　さらに、得られた光触媒体について、赤外分光法による水酸基の吸収強度比の評価を行
った。結果を表１に示す。水酸基の吸収強度比とアセトアルデヒドガス分解率の関係を図
４に示す。
【表１】
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【表２】

【００７７】
　光触媒体はｐＨ３．２～ｐＨ６．９の範囲であり、このとき本発明で規定した範囲の水
の吸収強度比あるいは水酸基の吸収強度比の時に、アセトアルデヒドガス分解性能が高か
った。通常の試料量の時と比較すると今回の測定では試料量が少ないため、ガス分解率の
値そのものは低くなる。しかし、試料量０．０３ｇでガス分解率４０％のものは、通常の
試料量０．２ｇの時にはガス分解率約８０％程度を示し、高い光触媒性能を有していると
いえる。
（比較例１）
　実施例１と同様に酸化タングステン微粒子の分散体を用い、水素イオン濃度指数を調整
し、光触媒体を形成し、試料を作製した。イオン添加剤として水酸化ナトリウム（ＮａＯ
Ｈ）を用いた。
【００７８】
　得られた光触媒体について、同様の評価を行った。表１、表２、および図１、図２、図
３、図４に示す。
【００７９】
　光触媒体はｐＨ７．１～ｐＨ７．７の範囲であり、このとき本発明で規定した範囲の水
の吸収強度比あるいは水酸基の吸収強度比を満たしておらず、アセトアルデヒドガス分解
性能が低い結果であった。
【００８０】
　これらの結果から、光触媒表面の吸着水が少ない方が、また、水酸基が多い方がガス分
解性能が高くなることが確認された。さらに、水の吸着が少ないことと水酸基が多いこと
の両方を満たす場合により高いガス分解性能が発揮される。
（実施例２）
　実施例１と同様に酸化タングステン微粒子の分散体を用い、水素イオン濃度指数を調整
し、光触媒体を形成し、試料を作製した。イオン添加剤としてアンモニア（ＮＨ３）を用
いた。
【００８１】
　得られた光触媒体について、水素イオン濃度指数の測定、赤外分光法による水の吸収強
度比（i）の評価、およびアセトアルデヒドガス分解率の評価を行った。結果を表３に示
す。水の吸収強度比（i）とアセトアルデヒドガス分解率の関係を図５に示す。
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【表３】

【００８２】
　光触媒体は、ｐＨ３．２～ｐＨ７．７の範囲であり、このとき本発明で規定した範囲の
水の吸収強度比あるいは水酸基の吸収強度比の時に、アセトアルデヒドガス分解性能が高
かった。
（比較例２）
　実施例１と同様に酸化タングステン微粒子の分散体を用い、水素イオン濃度指数を調整
し、光触媒体を形成し、試料を作製した。イオン添加剤としてアンモニア（ＮＨ３）を用
いた。
【００８３】
　得られた光触媒体について、実施例２同様の評価を行った。表３、および図５に示す。
【００８４】
　光触媒体のｐＨは７．７であり、このとき本発明で規定した範囲の水の吸収強度比ある
いは水酸基の吸収強度比を満たしておらず、アセトアルデヒドガス分解性能が低い結果で
あった。
【００８５】
　これらの結果から、イオン添加剤の添加量が多い中性付近の領域においては、水酸化ナ
トリウム（ＮａＯＨ）を用いる場合よりもアンモニア（ＮＨ３）を用いる場合の方が光触
媒の表面に吸着した水を少なくすることができることが確認できた。
（実施例３）
　実施例１と同様の方法で光触媒体の試料を作製した。ガラス基板の表面に光触媒分散体
を付着させ、加熱する温度において、１５０℃、および１５０℃に加熱後さらに４００℃
に加熱したもの２条件とした。
【００８６】
　得られた光触媒体について、赤外分光法による水の吸収強度比（i）、水酸基の吸収強
度比の評価、およびアセトアルデヒドガス分解率の評価を行った。結果を表４に示す。
【表４】

【００８７】
　加熱温度を高くすることにより、吸着水の減少とともに水酸基も減少したが、水の吸収
強度比と水酸基の吸収強度比ともに本発明の規定した範囲を満たしており、高いガス分解
性能を発揮することが確認できた。
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